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【手続補正書】
【提出日】平成20年6月12日(2008.6.12)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
　以下の構造を有する化合物もしくは薬剤として許容されるその塩、水和物、または溶媒
和物を含む、動物のウイルス疾患を治療するための薬剤組成物。
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【化１】

（式中、
　Ｒ３１およびＲ３２は、任意選択で置換されたアルキル、任意選択で置換されたアリー
ル、アラルキル、および任意選択で置換されたヘテロアリールからなる群から独立に選択
され、
　Ｒ３３～Ｒ３６は、水素、アルキル、アリール、アリールカルボニル、アルキルカルボ
ニルオキシ、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノ、ジアルキルアミノ、ジアリールアミノ、
アルキルアミノ、アリールアミノ、カルボキシアルキルオキシ、ヘテロシクリルオキシ、
ヘテロシクリル、カルボキシ、ヒドロキシアルキル、アミノアルキル、（アルキルアミノ
）アルキル、（ジアルキルアミノ）アルキル、アルキルオキシカルボニル、カルバモイル
、ヒドロキシ、アルコキシ、アリールオキシ、チオ、アルキルチオ、アリールチオ、アル
キルスルホニル、アルキルスルフィニル、アリールスルフィニル、ジアルキルスルファモ
イル、アルキルスルファモイル、スルファモイル、スルホ、シアノ、ハロ、ニトロ、アル
キルカルバモイルからなる群から選択され、上記部分のそれぞれは任意選択で置換されて
おり、
　Ｒ５およびＲ６は、それらが結合している環原子とともに任意選択で置換された芳香環
を形成している）
【請求項２】
　Ｒ３１およびＲ３２の１つが、任意選択で置換されたアリールである、請求項１に記載
の薬剤組成物。
【請求項３】
　Ｒ３１とＲ３２の双方が、任意選択で置換されたアリールである、請求項２に記載の薬
剤組成物。
【請求項４】
　Ｒ３１とＲ３２の双方が、任意選択で置換されたフェニルである、請求項３に記載の薬
剤組成物。
【請求項５】
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　Ｒ３３～Ｒ３６が、水素、ヒドロキシ、アルコキシ、アミノまたはカルボキシからなる
群から独立に選択される、請求項４に記載の薬剤組成物。
【請求項６】
　前記任意選択で置換されたフェニルが、水素、アルキル、シクロアルキル、アリール、
置換アリール、アラルキル、－（ＣＨ２）ｋＯＨ（ｋ＝１、２または３）、－ＣＨ２ＮＨ

２、－ＣＨ２ＮＨ－アルキル、－ＣＨ２Ｎ（アルキル）２、－ＣＯ２Ｈ、－ＣＯ２アルキ
ル、－ＣＯＮＨ２、－ＣＯＮＨアルキル、－ＣＯＮ（アルキル）２、－ＯＨ、アルコキシ
、アリールオキシ、－ＳＨ、－Ｓ－アルキル、－Ｓ－アリール、－Ｓ（Ｏ）アルキル、－
Ｓ（Ｏ）アリール、－ＳＯ２アルキル、－ＳＯ２Ｎ（アルキル）２、－ＳＯ２ＮＨアルキ
ル、－ＳＯ２ＮＨ２、－ＳＯ３Ｈ、－ＳＣＦ３、－ＣＮ、ハロゲン、－ＣＦ３、－ＮＯ２

、アミノ、置換アミノ、－ＮＨＳＯ２アルキル、－ＯＣＨ２ＣＨ２ＮＨ２、－ＯＣＨ２Ｃ
Ｈ２ＮＨアルキル、－ＯＣＨ２ＣＨ２Ｎ（アルキル）２、オキサゾリジン－２－イル、お
よびアルキル置換オキサゾリジン－２－イルからなる群から選択される部分で置換された
フェニルである、請求項５に記載の薬剤組成物。
【請求項７】
　Ｒ３３～Ｒ３６の少なくとも１つが、ヒドロキシまたはアミノである、請求項６に記載
の薬剤組成物。
【請求項８】
　Ｒ３３がヒドロキシであり、Ｒ３４～Ｒ３６が水素である、請求項７に記載の薬剤組成
物。
【請求項９】
　前記任意選択で置換されたフェニルが、水素、ハロゲンおよびアルキルからなる群から
選択される部分で置換されたフェニルである、請求項８に記載の薬剤組成物。
【請求項１０】
　前記ハロゲンが、クロロである、請求項９に記載の薬剤組成物。
【請求項１１】
　前記アルキルが、メチルである、請求項１０に記載の薬剤組成物。
【請求項１２】
　前記化合物が、（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリルオキシ）（３－ヒド
ロキシピリジン－２－イル）メタノンである、請求項１１に記載の薬剤組成物。
【請求項１３】
　前記化合物が前記（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリルオキシ）（３－ヒ
ドロキシピリジン－２－イル）メタノンの溶媒和物である請求項１２に記載の薬剤組成物
。
【請求項１４】
　前記化合物が、前記（ビス（３－クロロ－４－メチルフェニル）ボリルオキシ）（３－
ヒドロキシピリジン－２－イル）メタノンの水和物である、請求項１２に記載の薬剤組成
物。
【請求項１５】
　前記ウイルス疾患が、ピコルナウイルス科、フラビウイルス科、コロナウイルス科、パ
ラミクソウイルス科、オルトミクソウイルス科、レトロウイルス科、ヘルペスウイルス科
およびヘパドナウイルス科からなる群から選択されるウイルスに関連している、請求項１
に記載の薬剤組成物。
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